
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る

三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て
－
－
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
の
訓
と
の
関
わ
り
－

山
　
　
本
　
　
秀
　
　
人

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
と
の
訓
が
一
致
す
る
事
例

三
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
と
の
訓
法
が
相
違
す
る
事
例

四
、
纏
め
と
今
後
の
課
題

「
　
は
じ
め
に

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
は
、
外
題
・
内
題
を
「
三
教
勘
注
抄
巻
第
二
と
す
る
巻
子
本
一
巻
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
勘
注
抄
は
、
藤

原
敦
光
（
一
〇
六
三
～
二
四
四
）
の
成
し
た
三
教
指
帰
の
注
釈
書
で
あ
り
、
成
安
注
、
覚
明
注
と
並
ん
で
、
院
政
期
（
乃
至
鎌
倉
初
期
ま
で
）

に
成
立
し
た
三
教
指
帰
の
古
注
の
一
つ
で
あ
る
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
は
勘
注
抄
の
二
書
写
加
点
本
で
あ
り
、
三
教
指
帰
巻
上
の
前

（1）

半
に
該
当
す
る
一
巻
の
を
が
存
し
て
い
る
（
以
下
「
前
田
本
勘
注
抄
」
と
略
称
す
）
。
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
太
田
次
男
氏
の
論
考
に
詳
し
い

が
、
加
点
状
況
を
中
心
に
今
一
度
要
点
を
述
べ
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



鎌
　
倉
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八
二

訓
点
に
は
朱
の
円
堂
点
と
、
本
文
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
墨
仮
名
と
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
稀
に
朱
仮
名
も
存
す
る
。
書
写
や
加
点
に
関
す

る
奥
書
は
存
し
な
い
が
、
巻
末
に
朱
別
筆
書
入
れ
「
心
蓮
院
」
、
巻
首
内
題
下
に
朱
印
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
が
存
し
、
円
堂
点
が
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
も
併
せ
て
、
仁
和
寺
関
係
者
に
よ
る
書
写
加
点
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
加
点
年
代
は
、
原
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
仮
名
の
字
体
、

二
字
踊
字
の
起
筆
位
置
か
ら
見
て
、
鎌
倉
後
期
頃
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
撥
音
の
仮
名
表
記
を
見
る
と
、
次
掲
の
如
く
、
字
音
、

和
語
と
も
m
と
n
と
が
概
し
て
良
く
書
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
違
例
も
存
す
る
も
の
の
少
い
。

（
字
音
）

シ

ム

ヤ

ク

　

　

　

　

　

タ

ム

m
　
「
ム
」
沈
約
（
1
1
0
）
　
老
聴
（
平
）
（
1
1
4
）

モ

ウ

　

　

テ

ン

「
ン
」
（
＝
違
例
）
蒙
（
平
）
惜
（
平
）
（
1
0
）

ヱ

ン

ク

ワ

ウ

　

　

　

　

　

キ

ン

n
　
「
ン
」
蓑
宏
　
（
6
5
）
　
王
巾
（
上
）
（
7
6
）

（
和
語
）

カ

ム

　

　

　

　

メ

ム

ト

　

　

　

　

カ

ム

m
　
「
ム
」
係
　
（
9
9
）
　
求
　
（
1
0
1
）
　
承 テ

ム

　

　

　

　

　

　

ラ

ム

　

　

　

サ

ム

情
－
淡
（
1
2
0
）
　
披
覧
（
1
7
g
）
　
惨
悸
（
2
7
3
）

キ
ン錦

（
上
）
倍
（
平
蛭
）
（
4
4
4
）

セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
　
　
　
　
レ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヰ
ン

シ

ム

　

　

　

　

　

サ

ム

九
鍼
（
平
）
（
3
3
2
）
　
鏡
（
平
瀾
）
鍼
（
平
）
（
3
3
5
）
　
ほ
か
2
例

マ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ン

餞
（
1
1
0
）
　
侶
（
去
）
戻
（
去
）
（
1
3
0
）
　
楯
戟
（
1
7
0
）
　
憤
憑
（
上
）
（
1
7
g
）
　
攣
（
平
濁
）
夷
（
平
）
（
叩
「
ほ
か
1
7
例

マ

ム

　

　

　

　

ム

　

　

　

　

ム

ヤ

　

　

　

　

ム

ト

　

　

　

セ

ム

（
1
1
3
）
　
望
　
（
1
7
g
）
　
得
（
2
3
9
）
　
使
　
（
…
望
　
立
　
（
一
塑
　
作
（
3
2
4
）
　
ほ
か
助
動
詞
「
ム
」
　
1
8
例

タ

ノ

ム

テ

　

　

　

ツ

ヽ

シ

ム

テ

　

　

　

ウ

ス

ム

シ

　

　

　

ナ

ム

チ

侍
　
（
3
1
4
）
　
敬
　
（
6
6
2
）
　
罪
　
（
1
4
6
）
　
子
　
（
4
1
g
・
勅
）

マ
ト
カ
ン
シ
テ

n
　
「
ン
」
囲
　
　
（
3
5
3
）

コ
コ
シ
マ
ス
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
タ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
ア
キ
ラ
カ
ス
ル
こ
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ナ
リ

（
無
表
記
）
　
衡
　
（
2
3
3
）
　
安
　
（
2
3
9
）
　
霞
　
　
（
6
7
7
）
　
欝
　
（
4
1
0
）
　
煽
　
（
6
7
2
）

イ
カ
ム
ト
ナ
レ
ハ

「
ム
」
（
＝
違
例
）
何
　
　
（
3
5
3
）

オ
モ
ミ
ル
こ

思
　
（
1
0
8
）

右
の
撥
音
m
、
n
の
表
記
の
状
況
は
、
一
般
に
は
鎌
倉
初
期
頃
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
訓
点
は
鎌
倉
初

（2）

期
頃
の
加
点
を
相
当
に
忠
実
に
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
勘
注
抄
の
訓
点
と
し
て
は
、
比
較
的
早
期
の
も
の
を
伝
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
右
の
ほ
か
、
室
町
以
降
と
見
ら
れ
る
後
筆
の
墨
仮
名
も
散
見
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
除
外
し
て
扱
う
。



本
書
の
内
容
は
、
三
教
指
帰
の
全
文
を
適
宜
句
切
っ
て
掲
げ
、
関
連
の
漢
籍
を
中
心
と
す
る
典
籍
の
引
用
に
よ
る
注
を
施
し
た
も
の
で
あ

り
、
三
教
指
帰
の
有
注
本
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
加
点
も
、
注
の
一
部
を
除
き
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
と
の
両
者
に
対
し
て
比
較
的

（3）

詳
密
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
〓
堀
を
掲
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ス
レ
ハ
　
タ
ル
　
キ
　
エ
サ
ク
　
　
　
　
　
　
ノ
ブ
レ
ハ
　
サ
ル
　
（
マ
マ
）
　
ネ
カ
へ
テ
シ
ー
ツ
ク

三
寸
沓
　
枯
樹
栄
華
二
言
僅
陳
　
曝
　
　
骸
反
宍

に

　

　

　

シ

ヤ

ク

ヲ

ウ

コ

カ

シ

　

　

　

を

　

　

　

　

　

を

　

　

　

　

　

　

サ

カ

ヤ

カ

タ

ル

を

く

「

フ

」

（

朱

）

　

を

　

　

カ

　

　

に

楊
雄
解
－
嘲
日
婁
‡
敬
脱
蛎
．
樽
　
三
寸
之
舌
．
建
二
不
l
抜
之
祭
り
貌
都
賦
日
英
－
所
栄
　
枯
．
能
済
　
其
厄
張
文
成
遊
仙
窟
日
白
骨
再

シ

ヽ

ツ

ク

　

　

て

ハ

ナ

サ

ク

　

　

　

の

　

　

　

　

ス

　

　

を

　

　

テ

イ

に

　

ナ

ラ

（

マ

マ

）

　

を

　

　

に

　

　

　

　

　

　

ヒ

コ

ハ

へ

を

宍
　
枯
樹
重
柴
．
劉
現
勧
進
表
日
所
謂
生
二
繁
華
於
枯
－
夷
一
．
育
　
　
豊
肥
於
朽
骨
周
易
日
枯
楊
生
梯
．
王
弼
日
梯
者
楊
之
秀
．
左

ヰ

　

　

カ

　

　

　

　

を

　

　

一

博
道
子
堀
口
所
謂
死
．
而
骨
肉
者
也
．
（
2
2
0
～
仰
望

「
三
寸
」
以
下
「
反
宍
」
ま
で
が
三
教
指
帰
本
文
で
、
そ
の
後
に
文
選
（
「
楊
雄
解
嘲
」
「
貌
都
賦
」
「
劉
現
勧
進
表
」
）
、
遊
仙
窟
が
注
と
し
て
引

用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
周
易
、
左
伝
は
王
弼
と
共
に
文
選
の
李
善
注
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
で
注
意
さ
れ
る
の
は
三
教
指
帰
本
文
の
「
宍
」
　
の
訓
「
シ
＼
ツ
ク
」
で
あ
る
。
注
に
引
用
さ
れ
た
遊
仙
窟
の
類
似
し
た
文
脈
の

「
宍
」
に
、
や
は
り
「
シ
＼
ツ
タ
」
の
訓
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
後
に
掲
げ
る
如
く
、
遊
仙
窟
の
醍
醐
寺
本
、
陽
明
文
庫

本
に
お
い
て
も
こ
の
箇
所
の
「
宍
」
は
「
シ
＼
ツ
ク
」
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
三
教
指
帰
は
空
海
の
手
に
な
る
仏
教
優
位
を
説
く
書
で
あ
る

が
、
そ
の
文
章
は
優
れ
た
餅
麗
文
で
あ
り
、
文
選
を
始
め
と
す
る
漢
籍
な
ど
の
多
く
の
典
籍
の
章
句
を
文
章
中
に
織
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
敦
光
に
よ
る
勘
注
抄
は
、
そ
の
下
敷
き
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
漢
籍
を
中
心
と
す
る
多
く
の
典
籍
を
渉
猟
し
て
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
に
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
と
の
間
で
訓
が
一
致
す
る
事
例
が
他
に
も

幾
例
か
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
点
（
そ
の
祖
点
）
　
の
生
成
に
お
い
て
、
文
章
の
下
敷
き
に
さ
れ
て
い
る
漢
籍
な
ど
の
訓
が
、

共
通
す
る
字
句
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
に
取
入
れ
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
は
そ
の
際
、
有
注
本
と
し
て

の
本
書
の
場
合
、
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
の
訓
が
直
接
に
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
も
考
え
さ
せ
る
。
な
お
、
本
書
の
注
に
引
用
さ
れ
た
典

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て



鎌
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四

籍
の
訓
読
の
状
況
に
つ
い
て
は
詳
細
は
未
検
討
で
あ
る
が
、
後
に
掲
げ
る
例
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
如
く
、
漢
籍
に
つ
い
て
言
え
ば
、
何
ら
か

の
博
士
家
の
訓
法
に
相
当
に
忠
実
に
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
特
に
実
詞
訓
に
つ
い
て
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
の
よ
う
な
事
例
は
、
三
教
指
帰
の
訓
法
（
の
一
つ
）
の
生
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
、
注
意
さ
れ
て
良
い
点
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
日
本
漢
詩
文
の
訓
法
に
関
わ
る
研
究
の
一
環
と
し
て
の
、
三
教
指
帰
の
訓
法
に
つ
い
て
の
考
察
の
一

（4）

つ
で
あ
り
、
前
田
本
勘
注
抄
の
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
な
観
点
か
ら
整
理
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
と
の
訓
が
一
致
す
る
事
例

前
田
本
勘
注
抄
に
お
け
る
三
教
指
帰
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
と
の
訓
が
一
致
す
る
も
の
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
、
以
下
大
ま
か

に
分
類
し
て
掲
出
し
て
行
く
。
そ
の
際
、
和
訓
読
の
例
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
と
の
当
該
箇
所
の
対
応
関
係
が
明
瞭

（5）

と
思
わ
れ
る
例
に
限
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
原
典
の
漢
籍
等
に
つ
い
て
も
極
力
掲
げ
る
こ
と
と
し
、
現
時
点
で
当
り
得
て
い
る
古
点
本
（
漢

籍
の
み
）
の
当
該
箇
所
を
併
せ
て
掲
げ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
籍
古
点
本
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
に
一
覧
を
掲
げ
て
い
る
。
更
に
参
考
と
し
て
、
図

（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

書
寮
本
類
衆
名
義
抄
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
も
原
則
的
に
掲
げ
る
。
そ
の
ほ
か
、
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
（
成
安
注
）
長
承
点
、
仁
和

（8）

寺
蔵
三
教
指
帰
鎌
倉
初
期
点
も
、
参
考
と
し
て
対
照
し
た
所
が
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
「
大
谷
本
注
集
」
、
「
仁
和
寺
本
」
と
略
称
す
）
。

㈲
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
の
同
一
字
の
訓
と
一
致
す
る
も
の

以
下
、
前
田
本
勘
注
抄
は
初
め
に
三
教
指
帰
本
文
、
次
い
で
一
字
下
げ
で
注
を
掲
げ
、
共
に
必
要
部
分
の
み
の
抄
出
と
す
る
。

こ

シ

テ

　

タ

ノ

モ

シ

ケ

①
人
前
田
本
勘
注
抄
）
遊
侠
　
無
頼
l
　
（
型

に

　

を

ト

ス

タ

ノ

モ

シ

ケ

史
記
日
高
祖
…
日
始
大
人
常
以
臣
無
頼
．
　
（
型

ノ

　

メ

　

　

　

ニ

　

　

ヲ

　

タ

ノ

モ

シ

ケ

八
苦
陵
部
蔵
史
記
永
正
点
）
高
祖
…
日
・
始
大
人
常
以
レ
臣
無
叫
頼
　
　
（
巻
八
・
高
祖
本
紀
3
1
ウ
）

（

マ

マ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

シ

テ

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
頼
《
谷
頼
字
　
タ
ノ
ム
（
平
平
平
）
　
ヨ
ル
　
…
》
（
彿
下
本
埜



ス
レ
ハ
　
タ
ル
キ
　
エ
サ
ク
　
　
　
　
　
　
ノ
フ
レ
ハ
　
サ
ル
　
ネ
カ
へ
テ
シ
ヽ
ツ
タ

②
人
前
田
本
勘
注
抄
）
三
寸
絶
賛
　
枯
樹
柴
草
二
言
僅
陳
　
曝
骸
反
宍
　
（
型

カ

　

　

に

　

　

　

シ

ヽ

ツ

ク

　

　

て

ハ

ナ

サ

ク

張
文
成
遊
仙
窟
日
白
骨
宍
　
枯
樹
重
柴
．
（
2
2
3
）

ヰ

　

　

カ

　

　

　

　

　

を

　

　

こ

－

左
俸
道
子
漏
日
所
謂
生
死
．
而
骨
肉
者
也
．
（
文
選
李
善
注
の
引
文
）
　
（
墾

シ

　

　

　

　

　

ヒ

シ

ヽ

ツ

キ

カ

レ

タ

ル

キ

　

て

ハ

ナ

サ

カ

む

（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
）
可
レ
謂
．
白
－
骨
再
・
肉
・
枯
・
樹
・
重
花
　
　
（
4
9
5
）

ヒ

シ

ヽ

ツ

キ

て

　

　

　

て

ハ

ナ

サ

タ

と

（
陽
明
文
庫
本
遊
仙
窟
）
可
謂
・
白
－
骨
・
再
肉
　
枯
樹
重
花
．
　
（
埜

イ
ケ
　
シ
タ
ル
を
て
日
の
．
引
叫
（
平
平
平
平
上
）
ナ
リ
　
に

八
苦
陵
部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
）
所
】
謂
・
生
死
　
而
肉
　
　
　
　
　
骨
也
（
巻
十
六
6
8
6
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
宍
《
シ
＼
》
（
法
下
竺
　
　
肉
《
如
祝
又
　
シ
＼
　
…
》
（
備
中
1
1
2
）

②
に
つ
い
て
は
、
左
伝
の
引
用
（
文
選
李
善
注
に
拠
っ
て
い
る
）
の
「
肉
」
に
は
附
訓
が
無
い
も
の
の
、
書
陵
部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
文
永
・

弘
安
点
の
当
該
箇
所
に
「
シ
＼
ツ
タ
ル
ナ
リ
」
の
訓
が
存
す
る
の
で
併
せ
て
掲
げ
た
。
①
「
頼
タ
ノ
モ
シ
ケ
」
、
②
「
宍
（
肉
）
シ
、
ツ
タ
」
は
共
に
観

（9）

智
院
本
名
義
抄
に
存
し
な
い
訓
で
も
あ
り
、
か
な
り
特
異
で
あ
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
い
ず
れ
も
漢
籍
の
右
掲
の
訓
に
基
い
た
可
能
性
が

高
い
。

ノ

ノ

フ

ル

コ

ト

　

　

ヨ

ル

ス

ヽ

ク

こ

こ

③
（
前
田
本
勘
注
抄
）
萄
錦
摘
　
彩
一
尤
資
濯
　
江
一
（
4
5
9
）

ィ

ロ

　

　

　

　

　

ア

ヤ

　

て

ス

ー

ク

　

を

　

　

に

左
思
萄
都
賦
日
貝
錦
斐
成
濯
色
江
波
（
4
6
7
）

ア

ヤ

　

テ

ス

ヽ

ク

ヲ

　

　

に

（
書
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
貝
－
錦
斐
－
成
・
濯
二
色
江
－
波
∴
　
（
巻
四
3
7
オ
）

（
図
書
寮
本
名
義
抄
）
洗
濯
票
下
）
エ
濁
（
漢
文
注
略
）
　
ス
、
ク
（
上
上
平
濁
）
詩
　
…
》
（
一
六
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
濯
雲
濁
　
ア
ラ
フ
（
上
上
○
）
　
ス
＼
ク
（
上
上
○
）
　
…
》
（
法
上
鬱

ノ

フ

ル

コ

ト

ハ

サ

ウ

ヲ

　

　

　

ノ

④
（
前
田
本
勘
注
抄
）
乗
時
．
摘
　
藻
（
上
）
振
古
　
所
貴
（
型

ヨ
リ
イ
こ
シ
ヘ

カ

　

　

に

　

　

く

ル

コ

ト

　

　

　

の

の

班
回
答
賓
戯
（
去
）
一
日
摘
　
藻
・
如
春
華
．
（
堅

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ト

モ

　

ノ

フ

ル

コ

ト

ヲ

シ

ト

八
苦
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
雄
二
…
摘
　
レ
藻
如
∇
春
－
華
（
巻
四
十
五
2
4
ウ
）

八
六

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
摘
《
丑
離
又
　
ノ
フ
　
…
》
　
（
備
下
本
5
3
）

カ

ニ

ク

ム

ヲ

⑤
（
前
田
本
勘
注
抄
）
元
淑
疾
耶
之
賦
．
（
3
0
6
）

β牙

　

　

　

　

　

　

　

こ

と

シ

を

　

カ

ニ

ク

ム

ヲ

に

　

　

フ

　

　

　

　

を

後
漢
書
日
趨
（
去
）
萱
元
淑
…
作
刺
竃
）
代
疾
邪
賦
．
以
野
其
怨
（
去
）
憤
り
　
（
3
1
4
）

て

ニ

ク

ム

シ

ヤ

を

　

　

　

に

（
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
）
僚
二
疾
二
邪
一
之
公
－
直
一
．
（
別
箇
所
・
参
考
）
　
（
巻
二
十
四
・
後
漢
書
四
2
8
2
）

フ
ス
（
平
上
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
疾
票
字
体
注
略
）
　
ヤ
マ
ヒ
（
平
上
平
）
　
ウ
レ
フ
　
こ
ク
ム
（
平
平
上
）
　
…
》
　
（
法
下
1
1
3
）

③
～
⑤
に
つ
い
て
は
、
名
義
抄
の
図
書
寮
本
乃
至
観
智
院
本
に
も
存
す
る
訓
で
あ
り
、
右
掲
の
漢
籍
に
拠
ら
ず
と
も
案
出
し
得
る
訓
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
①
②
の
事
例
と
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
や
は
り
漢
籍
の
訓
と
の
直
接
的
関
係
は
大
い
に
考
え
得
よ
う
。
以
下
更
に
諸
種
の
例
を

掲
げ
る
。

ケ

ヲ

　

シ

⑥
人
前
田
本
勘
注
抄
）
曲
蓬
操
（
平
軽
）
麻
不
扶
日
直
（
2
7
8
）

カ

　

　

　

　

　

に

　

　

タ

ス

ケ

　

　

シ

曽
子
日
蓮
生
麻
中
．
不
扶
日
直
．

ヨ

モ

キ

オ

フ

レ

は

　

　

に

サ

ル

に

タ

メ

ス

　

シ

八
苦
陵
部
蔵
群
書
治
要
）
蓬
・
生
二
麻
－
中
り
不
レ
扶
・
乃
直

（
文
選
李
善
注
の
引
文
か
）
　
（
2
9
5
）

（
巻
三
十
五
・
曽
子
5
4
8
）

タ
ス
（
ケ
）

こ

ラ

ク

　

　

シ

テ

　

　

ニ

　

　

タ

メ

　

　

　

　

シ

（
書
陵
部
蔵
史
記
永
正
点
）
（
参
考
）
傍
目
・
蓬
生
二
麻
－
中
↓
不
レ
扶
　
自
－
直
（
巻
六
十
・
三
王
世
家
n
オ
）

ク

ヰ

ヨ

タ

　

　

ホ

ウ

　

マ

シ

ハ

ヌ

レ

ハ

ニ

サ

ル

ニ

タ

メ

　

ラ

シ

（
仁
和
寺
本
）
曲
（
入
、
入
軽
）
蓬
（
平
）
橘
（
粍
）
　
麻
不
扶
・
日
直
．
（
4
0
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
扶
雲
符
　
タ
ス
ク
（
平
平
平
）
　
…
》
　
（
悌
下
本
望

⑥
は
前
田
本
勘
注
抄
の
三
教
指
帰
本
文
、
曽
子
の
引
用
と
も
「
扶
タ
ス
ク
」
　
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
所
収
の
曽
子
の
訓

で
は
「
扶
タ
ム
」
と
読
ま
れ
て
い
て
異
な
る
。
こ
れ
と
同
文
が
史
記
に
も
存
し
、
永
正
点
で
は
「
扶
タ
ム
．
タ
ス
ク
」
両
訓
併
記
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
文
に
お
け
る
漢
籍
の
訓
法
に
は
両
訓
存
し
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
仁
和
寺
本
三
教
指
帰
で
は
「
扶
タ
ム
」
と
読
ま
れ
て



い
る
。
「
タ
ム
」
（
「
矯
」
の
意
）
は
文
意
に
基
い
て
案
出
さ
れ
た
訓
と
見
ら
れ
、
「
扶
」
の
訓
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
。

－

利

ム

ヲ

⑦
（
前
田
本
勘
注
抄
）
誰
能
係
風
（
9
9
）

ツ

ナ

キ

ヲ

　

　

を

　

こ

漢
書
日
…
蕩
く
如
（
下
）
係
風
・
捕
影
・
終
不
上
可
得
．
（
塑

（
上
杉
家
旧
蔵
漢
書
）
（
参
考
）
畳
畳
如
係
l
風
捕
景
終
不
可
得
（
巻
二
十
五
・
郊
把
志
下
1
6
オ
・
無
点
部
分
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
係
雲
計
　
カ
タ
（
平
平
）
　
（
5
訓
略
）
　
ツ
ナ
ク
　
…
》
（
悌
上
3
4
）

⑦
は
古
点
本
に
よ
る
照
合
を
成
し
得
て
い
な
い
例
で
あ
る
が
、
他
の
例
よ
り
考
え
て
、
漢
書
の
古
訓
点
に
お
い
て
も
「
係
ッ
ナ
ク
」
の
訓
で

読
ま
れ
て
い
た
（
少
く
と
も
こ
の
訓
が
存
し
た
）
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

チ
ン
　
　
　
　
ト
シ
テ
ア
サ
ワ
ラ
ヒ
テ
　
ク

⑧
（
前
田
本
勘
注
抄
）
鞍
（
上
）
然
　
暗
．
日
（
塑

ト

シ

テ

　

　

ー

左
思
呉
都
賦
日
東
呉
王
孫
堺
然
　
而
嶋
．
（
3
5
8
）

ト

シ

テ

　

ア

サ

ハ

ラ

テ

（
書
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
東
呉
王
孫
鞍
－
然
　
而
噌
　
　
（
巻
五
1
ウ
）

こ

コ

ヽ

ニ

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
噌
《
呼
来
又
　
ア
サ
ワ
ラ
フ
（
○
上
濁
〇
〇
〇
）
　
…
》
（
備
中
4
7
）

ク

ホ

ト

キ

ヲ

　

ソ

シ

リ

⑨
（
前
田
本
勘
注
抄
）
戴
盆
一
之
論
　
（
4
4
g
）に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

司
馬
遷
報
任
小
卿
．
書
目
僕
以
－
為
・
刻
謝
．
何
以
望
天
．
（
4
5
6
）

オ

モ

ン

ミ

ル

ニ

イ

タ

ヽ

ケ

リ

ヲ

　

　

テ

カ

ノ

ソ

マ

ン

（
書
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
僕
以
－
為
戴
　
レ
盆
何
－
以
望
レ
天
（
巻
四
十
一
1
8
ウ
）

ミ

ル

ニ

ケ

リ

ホ

ト

キ

ヲ

　

　

テ

カ

ン

　

ヲ

（
足
利
本
文
選
）
僕
以
】
為
　
戴
レ
盆
　
何
－
以
望
レ
天
（
巻
四
十
一
1
2
オ
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
盆
《
蒲
魂
又
亦
食
　
ヒ
ラ
カ
　
谷
云
ホ
ト
キ
》
（
僧
中
曇

レ

　

ッ

リ

　

　

　

リ

　

ク

　

　

　

ヲ

⑩
人
前
田
本
勘
注
抄
）
押
－
侮
父
兄
一
移
－
汝
膏
（
平
）
宿
一
（
堅

－

　

　

　

　

を

ナ

シ

　

て

コ

ト

の

を

尚
書
日
押
－
侮
君
子
」
岡
三
以
遠
二
人
心
二
型

ナ
ル
ト
キ
ハ
　
　
　
ナ
レ
　
ア
ナ
ト
ラ
　
　
　
　
ア
ナ
ト
ル
ト
キ
ン
ハ

八
苦
陵
部
蔵
群
書
治
安
）
恵
盛
・
弗
二
押
】
侮
一
押
ニ
l
侮
　
　
君
子
小
田
三
以
率
一
人
心
二
巻
二
・
尚
書
3
4
7
）

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て

八
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ル
（
上
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
押
角
胡
甲
又
習
、
　
ナ
レ
タ
リ
（
平
上
○
○
）
　
…
》
　
（
悌
下
本
1
3
0
）

，
ヽ
て
＼

ノ
ノ

侮
雲
武
　
ア
ナ
ツ
ル
　
…
）
　
（
彿
上
仰
望

⑧
～
⑩
は
、
前
田
本
勘
注
抄
の
漢
籍
の
引
用
の
当
該
部
に
は
附
訓
の
無
い
例
で
あ
る
が
、
各
点
本
に
よ
っ
て
そ
の
訓
が
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
上
に
準
じ
て
考
え
て
良
か
ろ
う
。
な
お
⑲
は
「
ア
ナ
ツ
ル
」
と
「
ア
ナ
ト
ル
」
と
の
相
違
が
あ
る
が
、
一
致
に
準
じ
て
お
く
。
⑧
～
⑩

に
つ
い
て
は
恐
ら
く
、
前
田
本
勘
注
抄
の
引
用
の
直
接
の
原
典
に
お
い
て
も
こ
の
訓
が
存
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
表
記

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
三
教
指
帰
本
文
の
訓
と
の
重
複
を
避
け
て
省
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
掲
②
に
お
け
る
左
伝
の
引
用
も
こ
れ
ら
と

タ

ル

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

レ

ダ

ル

キ

同
様
の
例
と
な
る
。
ま
た
同
じ
く
②
の
条
文
中
の
三
教
指
帰
本
文
「
枯
樹
」
、
遊
仙
窟
の
引
用
「
枯
樹
」
も
、
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
「
枯
・
樹
」

に
照
せ
ば
同
様
の
例
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
同
様
の
例
と
考
え
得
る
も
の
に
、

こ

刈

判

　

　

リ

ト

⑪
（
前
田
本
勘
注
抄
）
錐
云
凡
聖
殊
二
貫
一
古
今
異
時
・
（
3
2
）

ナ

リ

ー

劉
子
日
…
屈
与
レ
伸
・
殊
貫
．
（
3
5
）

（10）（11）

が
存
す
る
が
、
劉
子
の
古
点
本
に
当
り
得
て
い
な
い
の
で
確
例
と
は
し
難
い
。

ノ

　

　

　

　

タ

リ

ノ

　

ー

こ

⑫
（
前
田
本
勘
注
抄
）
一
百
青
鬼
常
懸
杖
－
頭
　
（
7
0
8
）

に

　

　

　

　

　

を

カ

ケ

ノ

ハ

シ

に

青
書
日
阪
僑
字
宣
子
．
常
歩
行
以
百
銭
．
掛
杖
頭
．
（
7
1
4
）

は
逆
に
、
三
教
指
帰
本
文
の
方
に
訓
が
附
さ
れ
て
い
な
い
例
で
確
例
と
は
し
難
い
が
、
和
訓
読
に
つ
い
て
は
晋
書
の
引
用
と
同
じ
く
「
頭
ハ
シ
」

と
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
晋
書
に
つ
い
て
は
古
点
本
に
当
り
得
て
い
な
い
）
。
な
お
、
大
谷
本
三
教
指
帰
注
集
、
仁
和
寺
本
三
教
指
帰
と
も
「
頭

（12）

ハ
シ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
（
仁
和
寺
本
に
は
字
音
読
も
あ
り
）
。
⑪
⑫
は
参
考
例
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。

以
上
に
加
え
て
、
附
訓
の
一
致
の
み
な
ら
ず
、
引
用
典
籍
に
含
ま
れ
て
い
る
辞
書
的
注
記
と
も
対
応
関
係
が
想
定
出
来
る
例
が
存
す
る
。

以
下
の
も
の
で
あ
る
。

ウ

タ

カ

ヒ

ヒ

シ

ク

⑬
（
前
田
本
勘
注
抄
）
心
祭
　
神
煩
　
（
3
4
3
）

マ
ト
ヒ
　
　
　
　
　
テ



カ

　

　

　

　

　

　

ヒ

ウ

タ

カ

ヒ

左
思
貌
都
賦
日
…
神
栄
・
（
音
注
略
）

ま

　

　

こ

に

　

　

　

　

　

フ

　

　

　

　

と

　

　

の

　

　

　

に

書
日
栄
垂
也
．
謂
垂
下
反
〈
也
蕊
与
糞
古
宇
通
．
並
而
髄
反
説
文

日
心
血
心
疑
也
（
字
書
、
説
文
は
李
善
注
の
引
文
）
　
（
塑

ク

タ

リ

ー

ア

サ

ル

（
書
陵
部
文
選
応
永
・
永
享
点
）
神
薬
形
茹
．
…
竿
善
日
…
字
書
日
．
薬
・
垂
也
．
謂
垂
下
也
．
心
血
輿
薬
同
．
並
而
髄
反
…

（
説
文
な
し
）
》

（
巻
六
5
1
オ
）

ク

タ

リ

　

ア

サ

ル

（
九
条
本
文
選
）
神
蕊
・
形
茄
．
（
巻
三
）

タ
マ
シ
イ
ウ
タ
カ
ヒ
　
ア
サ
ル

（
足
利
本
文
選
）
神
・
薬
・
形
茹
．
（
巻
六
3
2
オ
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
繁
貫
サ
ル
　
ア
ツ
ム
≡
法
中
塑
　
　
心
心
《
随
鎖
琴
二
ユ
ウ
タ
カ
フ
…
≡
法
中
9
8
）

ノ

　

　

　

レ

⑭
（
前
田
本
勘
注
抄
）
振
古
　
所
見
（
堅

ヨ
リ
イ
ニ
シ
へ

（
朱
）
「
ヨ
リ
」
　
　
　
シ
　
ヒ
ト
ロ
フ
コ
ト

文
選
日
　
振
古
・
莫
二
億
4
　
注
目
駄
目
也
（
型

ヨ

リ

　

　

　

　

ヒ

　

コ

ト

（
書
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
振
レ
古
莫
レ
偉
　
喜
日
…
毛
詩
日
…
振
古
如
意
毛
某
日
哲
也
向
日
…
瞥
億
匹
也
》

（
巻
四
十
五
4
5
オ
）

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
鄭
郵
（
参
考
）
聖
」
聖
へ
「
イ
」
机
レ
墾
竿
駄
（
去
）
自
也
・
箋
云
…
振
（
去
）
亦
古
（
上
）
也
・
…
〓
巻
十
九
塑

イ

ニ

シ

ヘ

「

ケ

」

イ

ニ

シ

ヘ

ヨ

リ

「

ケ

」

　

　

自

、

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
振
雲
震
　
フ
ル
フ
（
上
上
平
）
　
（
6
訓
略
）
　
ヨ
リ
…
】
二
悌
下
本
6
8
）

シ

モ

　

　

　

　

　

　

ツ

ヰ

チ

ノ

ヒ

⑮
人
前
田
本
勘
注
抄
）
下
汝
萬
民
一
美
隠
l
他
　
意
．
（
型

イ
タ
ミ
ウ
レ
フ

カ

　

　

　

テ

へ

の

イ

タ

ミ

ヲ

　

　

ア

ヤ

マ

チ

を

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

ま

張
衡
東
京
賦
日
勤
他
民
障
．
而
除
其
昔
‥
薩
綜
日
隠
痛
也
．
…
妙
l
自
他
憂
也
．
（
型

テ

ウ

レ

ヘ

ノ

イ

タ

ミ

ヲ

　

タ

　

ヤ

マ

イ

ヲ

（
青
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
勤
怖
二
民
隠
一
而
除
二
其
軍
…
諒
日
．
…
醜
・
憂
也
画
面
也
．
…
≡
巻
三
2
1
オ
）

メ
ク
、
ヽ
、

（
図
書
寮
本
名
義
抄
）
安
隠
（
「
イ
タ
ム
」
な
し
）
　
郎
隠
《
ウ
レ
ヘ
イ
タ
ム
（
平
平
平
平
平
上
）
藍
二
二
〇
六
）

他
雲
成
・
公
云
工
出
　
メ
ク
ム
（
平
上
濁
平
）
…
》
（
二
七
四
）
（
「
郎
（
郎
）
」
と
「
醜
」
と
は
通
用
）

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ス

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
隠
《
カ
ク
ル
（
平
平
平
）
　
イ
タ
ム
　
…
》
　
（
法
中
4
6
）
　
　
郎
隠
《
ウ
レ
ヘ
イ
タ
ム
（
平
平
平
平
平
上
）
》
　
（
法
中
竺

他
雲
成
　
ウ
レ
フ
（
平
平
上
）
　
（
3
訓
略
）
　
メ
ク
ム
（
平
上
濁
平
）
　
…
》
　
（
法
中
7
6
）

カ

ヘ

サ

シ

メ

ヨ

ノ

ナ

ヲ

キ

　

　

ミ

チ

二

⑯
人
前
田
本
勘
注
抄
）
蹄
　
　
此
直
（
入
軽
）
荘
（
平
蛭
）
　
（
3
2
7
）

の

　

　

　

　

に

く

　

　

　

　

の

　

－

－

－

　

　

　

　

　

　

　

　

を

　

　

　

　

ま

文
選
蕪
（
平
）
城
賦
日
四
合
五
達
之
圧
．
余
雅
日
六
達
謂
之
庄
．
紗
日
風
道
也
．
（
余
雅
は
李
善
注
の
引
文
）
（
3
4
0
）

サ
ウ

八
苦
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
四
－
合
五
－
達
之
荘
．
完
口
日
…
爾
雅
日
．
…
六
達
謂
之
荘
番
目
…
荘
・
道
也
》
　
（
巻
十
一
1
8
オ
）

l、ドけ

へ
観
智
院
本
名
義
抄
）
荘
雲
装
　
谷
症
　
（
2
訓
略
）
　
チ
マ
タ
》
　
（
僧
上
仰
望

ツ

ラ

ネ

ヲ

て

シ

キ

ヰ

⑰
人
前
田
本
勘
注
抄
）
津
延
設
庸
一
（
2
5
1
）

を

　

　

　

　

　

こ

　

　

ま

毛
詩
日
魂
道
．
設
席
・
…
毛
蓑
鳳
云
薗
陳
也
（
型

は
シ
キ

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
鄭
箋
）
或
韓
二
　
之

ノ
フ
ル
ア
リ

ム

シ

ロ

を

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

は

ノ

ヘ

　

　

ク

を

　

あ

り

　

　

シ

キ

1

を

く

ー

・

を

定
「
：
竿
薗
（
去
）
陳
（
平
）
也
．
或
陳
ニ
ー
設
準
・
者
．
…
》
韓
レ
延
・
設
レ
席
．
（
巻
十
七
8
7
）

シ
キ

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
韓
雲
四
　
（
2
訓
略
）
　
シ
ク
（
上
平
）

（
5
訓
略
）
　
ノ
フ
（
平
上
濁
）
　
（
8
訓
略
）
　
ツ
ラ
ヌ
（
上
上
○
）
　
…
》

（
悌
下
本
3
3
）

以
上
⑬
～
⑰
に
お
い
て
、
破
線
を
施
し
た
部
分
が
こ
こ
で
言
う
辞
書
的
注
記
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
基
本
的
に
は
上
掲
①
～
⑩
と
同
様
に
考

え
て
良
い
例
か
と
思
わ
れ
る
が
、
引
用
典
籍
に
、
訓
と
の
関
連
を
想
定
し
得
る
辞
書
的
注
記
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
、
分
け
て
掲
げ
た
。
な

お
⑯
⑰
は
、
引
用
さ
れ
た
漢
籍
に
お
い
で
は
附
訓
の
無
い
例
で
あ
り
、
上
掲
⑧
～
⑩
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
⑬
は
、
「
ウ
タ
カ
フ
」
の

訓
が
書
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
、
九
条
本
文
選
と
一
致
し
な
い
が
、
足
利
本
文
選
と
は
一
致
す
る
。
足
利
本
は
桃
山
時
代
の
加
点
で
あ

る
が
、
遡
っ
て
院
政
期
乃
至
鎌
倉
初
期
頃
の
文
選
点
本
に
も
、
訓
点
の
系
統
に
よ
っ
て
は
　
「
ウ
タ
カ
フ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
た
も
の
が
存
し
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。
⑮
は
、
附
訓
に
つ
い
て
は
三
教
指
帰
本
文
と
文
選
の
引
用
と
で
一
致
し
て
い
る
と
す
る
に
は
問
題
も
あ
る
が
、
一
致
に

（14）（15）

準
じ
て
掲
げ
た
。
⑰
も
多
少
複
雑
な
例
で
あ
る
が
同
様
に
掲
げ
た
。

②
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
の
類
似
し
た
意
味
用
法
の
別
字
の
訓
と
一
致
す
る
も
の



次
の
よ
う
な
例
が
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る
。

ウ

タ

ヲ

ニ

シ

　

　

ヲ

⑩
（
前
田
本
勘
注
抄
）
蓋
聞
王
豹
好
謡
一
己
攣
高
唐
．
（
2
7
6
）

カ

に

　

　

ヘ

シ

　

ニ

ニ

　

　

を

は

ナ

ラ

ヒ

　

　

列

を

陳
l
林
為
曹
洪
与
貌
文
帝
盲
目
．
過
高
唐
者
効
王
豹
之
嬰
（
型

シ

ク

ル

　

　

ヲ

　

ノ

ハ

ナ

ラ

ヒ

　

カ

　

ウ

タ

ヲ

八
苦
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
蓋
聞
過
l
l
高
－
畢
者
致
二
王
豹
之
率
（
巻
四
十
一
5
4
ウ
）

（
図
書
寮
本
名
義
抄
）
歌
謡
票
下
）
・
弘
云
与
照
又
（
漢
文
注
略
）
　
ウ
タ
フ
（
上
上
平
）
詩
》
（
九
二
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
謡
雲
遥
　
与
照
又
　
ウ
タ
　
ウ
タ
フ
（
上
上
○
）
　
…
》
（
法
上
6
3
）

ノ

イ

チ

ク

ラ

ノ

キ

⑩
（
前
田
本
勘
注
抄
）
飽
厘
　
亮
気
（
4
3
2
）の

ク

ラ

張
衡
東
京
賦
…
飽
韓

ノ

コ

ト

を

　

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

　

　

　

す

不
知
其
鼻
・
…
家
語
（
平
濁
）
日
…
如
入
飽
魚
之
嘲
．
1
久
而
不
聞
鼻
亦
与
之
・
化
臭

（
家
語
は
李
善
注
の
引
文
）
　
（
4
3
3
）

ノ
イ
チ
タ
ラ
ノ
　
コ
ト
パ
　
ラ
　
　
ノ
ク
サ
キ
コ
ト
ヲ

八
苦
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
飽
辟
　
不
レ
知
こ
其
臭
」

（
巻
三
5
2
オ
）

カ

　

　

　

イ

チ

ク

ラ

シ

ウ

シ

て

て

　

　

　

を

　

　

と

　

　

す

（
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
）
如
入
二
飽
－
魚
之
韓
↓
久
　
而
不
レ
聞
二
異
臭
二
亦
与
レ
之
化
臭
．

（
巻
十
・
孔
子
家
語
3
7
1
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
厘
屡
票
字
体
注
略
）
地
連
反
田
＼
　
イ
チ
ク
ラ
（
平
平
平
濁
平
）
》
（
法
下
塑

右
は
、
三
教
指
帰
本
文
と
引
用
典
籍
と
の
対
応
が
、
⑩
「
謡
ウ
タ
」
－
「
謳
ウ
タ
」
、
⑩
「
厘
（
塵
）
ィ
チ
タ
ラ
」
－
「
津
イ
チ
タ
ラ
」
と
な
っ
て
い

る
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
用
字
は
異
な
る
が
、
三
教
指
帰
の
文
章
が
右
の
漢
籍
（
共
に
文
選
、
⑩
は
孔
子
家
語
も
）
を
下
敷
き
に
し
て
い

る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
白
で
あ
り
、
訓
読
も
そ
れ
に
応
じ
て
、
右
の
漢
籍
の
訓
に
拠
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下
も
同
様
に
捉
え
得
る
。

こ

　

　

　

融

舅

外

列

⑳
人
前
田
本
勘
注
抄
）
橘
柚
徒
（
徒
）
陽
一
自
然
為
棋
一
（
2
7
7
）

に

　

　

　

は

コ

へ

タ

レ

ハ

　

　

　

を

　

　

　

　

　

－

1

1

周
礼
日
橘
旅
　
港
北
．
而
為
模
．
（
獅
）

ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
カ
ノ
　
　
　
は
ユ
イ
　
　
　
　
に
　
　
テ
ナ
ル
カ
ラ
タ
チ
ト

准
（
去
）
南
（
上
）
子
日
夫
橘
樹
之
二
江
北
」
化
為
橙
一
　
（
塑

コ

タ

ヘ

て

　

　

　

　

　

　

　

オ

フ

レ

ハ

　

　

に

貴
子
日
…
封
．
甘
嬰
聞
江
南
之
橘
生
　
於
港
北
如
為
捌
．
（
2
9
1
）

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
頂
∵
誓
只
（
漢
文
注
略
）
橘
＼
　
カ
タ
タ
チ
（
平
平
平
平
）
　
…
》
　
（
悌
下
本
9
3
）

シ

ヒ

ス

ヤ

マ

⑳
人
前
田
本
勘
注
抄
）
因
果
之
哀
不
休
一
（
8
9
）

ノ

　

　

已

ヤ

マ

イ

本

　

　

　

　

ス

ル

説
一
切
有
部
根
本
枇
奈
耶
云
恨
令
脛
百
劫
・
所
作
業
不
レ
亡
．
因
縁
合
－
遇
時
果
報
遠
目
受
．
（
9
6
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
休
《
虚
鳩
又
　
ヤ
ム
（
上
平
）
　
…
》
　
（
併
下
本
塑

⑳
は
、
周
礼
、
貴
子
の
引
用
で
は
三
教
指
帰
と
同
じ
「
棋
」
で
あ
る
が
附
訓
が
無
く
、
古
点
本
に
も
当
り
得
て
い
な
い
の
で
（
上
掲
⑫
参
照
）
、

港
南
子
の
引
用
の
「
橙
カ
ラ
タ
チ
」
に
よ
っ
て
こ
こ
に
掲
げ
た
。
但
し
周
礼
、
貴
子
の
古
訓
点
で
「
棋
力
ラ
タ
チ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は

高
い
で
あ
ろ
う
。
㊧
は
仏
典
の
例
で
あ
る
。
対
応
関
係
の
明
瞭
さ
は
や
や
劣
る
が
、
対
応
を
認
め
得
る
の
で
取
上
げ
た
（
古
点
本
に
は
当
り
得

て
い
な
い
）
。

三
、
三
教
指
帰
本
文
と
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
と
の
訓
法
が
相
違
す
る
事
例

引
用
さ
れ
た
典
籍
の
文
中
に
、
三
教
指
帰
本
文
と
同
一
の
字
句
が
存
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
両
者
の
訓
法
が
相
違
す
る
事
例
も
若
干
存
す

る
。

コ

ト

　

　

　

ブ

ノ

　

　

　

　

　

ノ

⑳
（
前
田
本
勘
注
抄
）
岨
】
囁
　
毛
類
既
如
師
虎
一
（
5
9
5
）

カ
ミ
　
ク
ラ
ブ
コ
ト

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
フ
テ
ウ
ト
ツ
イ
ハ
ム
　
　
　
を
　
シ
ヨ
シ
ヤ
ク
ト
カ
ミ
カ
ム
　
　
　
を

司
馬
相
如
上
林
賦
日
噴
喋
　
　
青
藻
．
岨
囁
　
　
　
菱
満
．
（
5
9
6
）

サ

フ

タ

フ

ト

ク

シ

リ

ハ

ム

テ

　

　

ヲ

シ

ヨ

　

ト

カ

ミ

ハ

ム

　

　

　

ヲ

八
苦
陵
部
蔵
文
選
応
永
壷
苫
…
）
噴
濾
ツ
イ
ハ
ム
テ
膏
姦
通
－
潤
ツ
イ
ハ
ム
菱
（
平
）
－
蒲
（
上
）
一
（
巻
八
6
オ
）

カ
ミ
ク
ラ
ア
コ
ト

八
大
谷
本
注
集
）
岨
囁
　
　
（
上
本
4
2
オ
1
）

＼

（
観
智
院
本
名
義
抄
）
岨
雲
誼
子
与
又
、
タ
フ

カ

ミ

　

　

　

　

　

ク

ラ

フ

コ

ト

（
仁
和
寺
本
）
岨
（
平
、
朱
去
）
－
爵
　
　
（
8
0
）

（
マ
マ
）

カ
ム
　
…
》
岨
咤
《
カ
ミ
ハ
ム
（
平
上
平
上
）
》
　
（
備
中
3
2
）



＼

囁
《
咤
二
今
　
在
爵
又
　
カ
ム
　
ク
ラ
フ
　
（
2
訓
略
）
　
ダ
フ
　
…
》
（
備
中
竺

シ

ク

　

　

　

　

　

リ

サ

ニ

キ

　

一

⑳
（
前
田
本
勘
注
抄
）
視
（
去
）
肉
（
入
軽
濁
）
之
誅
具
招
一
涯
（
平
濁
）
　
（
棚
）

か
　
　
　
　
（
朱
）
「
ヰ
テ
」
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
計
ル
コ
ト
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
ル
シ
ー
ト

史
記
李
斯
傍
目
…
虞
卑
購
之
位
．
而
討
　
弗
為
也
．
此
禽
虎
視
宍
．
（
型

ト

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

ト

ヲ

庄
子
日
大
　
而
不
撃
謂
之
視
肉
‥
（
4
5
4
）

テ

　

　

　

　

　

一

　

　

コ

ト

ス

ハ

　

セ

　

　

　

　

　

ヲ

ミ

テ

　

ト

八
苦
陵
部
蔵
史
記
永
正
点
）
虞
二
卑
－
賎
之
位
－
而
計
不
レ
為
者
・
此
禽
－
虎
視
レ
肉
（
入
濁
）
・
（
巻
八
十
七
1
ウ
）

ミ

ル

シ

ー

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

八
大
谷
本
注
集
）
視
肉
　
（
上
本
3
4
オ
7
）
　
　
　
（
仁
和
寺
本
）
視
（
去
、
平
蛭
、
朱
平
）
肉
（
入
、
入
濁
、
入
軽
濁
、
朱
入
軽
）
　
（
6
4
）

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

こ

　

l

ノ

　

ヲ

　

ニ

タ

リ

⑳
（
前
田
本
勘
注
抄
）
恒
見
蓬
頭
脾
妾
一
己
過
登
徒
子
之
好
色
一
（
6
5
0
）

シ
こ

（
マ
マ
）

カ

　

　

　

に

　

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

ト

ヲ

ホ

レ

カ

ミ

こ

宋
玉
登
徒
子
好
色
賦
日
登
徒
子
l
其
妻
・
蓬
－
頭
・
　
（
堅

ハ

ア

ラ

　

　

　

　

　

ト

オ

ホ

ト

レ

カ

ミ

こ

八
苦
陵
部
蔵
文
選
応
永
・
永
享
点
）
登
徒
子
則
不
レ
然
　
其
妻
蓬
－
頭
　
　
　
　
（
巻
十
九
1
7
ウ
）

ネ

ク

タ

レ

カ

ミ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

八
大
谷
本
注
集
）
蓬
（
平
）
頭
（
平
）
　
（
上
本
4
4
ウ
5
）
　
　
　
（
仁
和
寺
本
）
蓬
（
平
濁
、
朱
平
）
－
頭
（
朱
平
）
　
（
8
3
）

（
観
智
院
本
名
義
抄
V
 
I
（
蓬
）
頭
《
オ
ホ
ト
レ
カ
シ
ラ
（
上
平
濁
上
上
上
濁
上
○
）
》
　
（
僧
上
3
7
）

⑳
は
文
選
の
引
用
が
文
選
説
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
教
指
帰
本
文
は
字
音
読
と
和
訓
読
と
の
二
訓
併
記
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
和
訓

部
分
に
限
っ
て
も
相
違
が
あ
る
。
⑳
は
史
記
の
引
用
が
返
読
に
よ
る
和
訓
読
、
荘
子
の
引
用
も
返
読
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
教
指
帰
本
文

は
字
音
読
の
熟
字
に
読
ま
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
⑳
の
三
教
指
帰
本
文
は
不
明
確
で
あ
る
が
字
音
読
の
熟
字
と
見
ら
れ
、
対
し
て
文
選
の
引

用
は
文
選
読
で
あ
る
。
⑳
⑳
⑳
と
も
今
回
調
査
し
た
原
典
点
本
の
訓
法
は
更
に
異
同
も
あ
る
が
、
引
用
漢
籍
の
方
に
概
し
て
近
い
。
な
お
、（16）

前
田
本
勘
注
抄
と
大
谷
本
注
集
、
仁
和
寺
本
と
の
三
教
指
帰
の
訓
の
一
致
・
不
一
致
も
注
意
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
別
の
検
討
に
委
ね
た
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
前
節
で
訓
の
一
致
す
る
例
と
し
て
掲
げ
た
内
⑬
～
⑰
は
、
三
教
指
帰
本
文
で
は
二
訓
併
記
と
な
っ
て
い
て
そ
の
内
の
一

訓
が
一
致
す
る
例
で
あ
る
の
で
、
他
方
の
訓
に
つ
い
て
は
不
一
致
例
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
⑰
の
条
文
中
の
「
席
シ
キ
ヰ
」
訓
に
つ
い
て
は
、

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て
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九
四

毛
詩
の
引
用
で
は
附
訓
が
無
い
が
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
鄭
箋
で
は
字
音
読
と
な
っ
て
お
り
（
音
読
符
あ
り
）
、
注
意
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
不
一
致
例
に
つ
い
て
も
一
致
例
同
様
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
不
一
致
の
事
情
に
つ
い
て
の
考
察
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る

が
、
一
致
例
に
比
べ
れ
ば
比
較
的
例
外
的
な
事
例
と
捉
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
、
纏
め
と
今
後
の
課
題

以
上
、
当
該
例
を
殆
ど
単
純
に
列
挙
し
て
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
前
田
本
勘
注
抄
の
三
教
指
帰
本
文
の
訓
点
に
お
い
て
、
漢
籍
の
訓

が
直
接
的
に
利
用
さ
れ
た
も
の
の
存
す
る
こ
と
が
具
体
的
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
（
一
部
仏
典
も
存
す
る
が
殆
ど
が
漢
籍
で
あ
る
）
。
尤
も

既
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
漢
籍
点
本
の
訓
に
拠
ら
ず
と
も
比
較
的
容
易
に
案
出
し
得
る
訓
も
少
な
く
な
い
の
で
、
右
の
点
に
つ
い
て
は
多
少

は
割
引
い
て
考
え
る
必
要
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
漢
籍
の
訓
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
事
と
、
本
書
の
漢
籍
の
引
用
に

お
け
る
訓
と
が
ど
う
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
関
わ
り
の
有
無
を
も
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
、
三
教
指
帰
の

訓
は
或
る
所
で
漢
籍
の
訓
を
も
参
看
し
っ
つ
創
案
さ
れ
た
も
の
が
本
書
に
移
点
さ
れ
、
引
用
典
籍
の
加
点
の
方
は
そ
れ
と
は
没
交
渉
に
行
わ

れ
な
が
ら
、
結
果
的
に
そ
の
両
者
の
訓
に
一
致
が
見
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
想
定
し
得
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
は
、
月
本
雅
章
氏
が
、
仁
和
寺
に
お
け
る
空
海
撰
述
書
の
訓
点
の
視
点
は
済
蓮
（
一
〇
二
五
～
二
一
五
）
の
創
案
で
は

（17）

な
い
か
と
の
推
定
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
三
教
指
帰
に
済
進
の
訓
点
が
存
し
た
か
否
か
は
そ
れ
自
体
未
詳
で
あ
る
が
、
勘
注
抄
と
類
似
し
た

体
裁
の
三
教
指
帰
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
成
安
注
（
一
〇
八
八
年
成
立
）
の
加
点
本
と
し
て
、
済
過
の
門
下
と
考
え
ら
れ
る
厳
寛
が
長
承
二

（
二
三
三
）
～
三
年
に
移
点
し
た
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
が
存
在
し
、
同
書
は
済
道
の
訓
点
を
移
点
し
た
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（18）

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
谷
本
注
集
と
前
田
本
勘
注
抄
と
の
三
教
指
帰
本
文
の
訓
法
を
比
較
す
る
と
、
相
違
点
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

の
み
で
判
断
は
出
来
な
い
が
、
前
田
本
勘
注
抄
の
三
教
指
帰
の
訓
点
は
、
勘
注
抄
に
お
い
て
始
め
て
創
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
て
来
る
（
そ
の
場
合
済
道
の
訓
点
な
ど
も
適
宜
参
看
さ
れ
た
こ
と
は
考
え
得
る
）
。
も
し
そ
の
よ
う
な
状
況
が
存
し
た
と
す
れ
ば
、
注
と
し



て
引
用
さ
れ
た
典
籍
の
訓
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
も
存
し
た
可
能
性
が
生
じ
て
来
る
と
言
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
の
よ
う
な
点
を
解
明
し
て
行
く
た
め
に
は
、
仁
和
寺
関
係
の
も
の
を
始
め
と
し
て
多
く
の
三
教
指
帰
古
点
本
（
有
注
本
、

無
注
本
を
含
め
）
相
互
の
訓
法
の
比
較
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
勘
注
抄
に
つ
い
て
言
え
ば
、
高
野
山
宝
寿
院
に
も
院
政
期
乃

至
鎌
倉
初
期
の
加
点
本
が
蔵
せ
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
円
堂
点
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
由
で
あ
る
。
太
田
次
男
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
訓
は

（19）

概
し
て
前
田
本
に
近
似
し
て
い
る
と
の
由
で
あ
り
、
と
も
か
く
も
、
宝
寿
院
本
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
所
で
あ
る
。

一
方
、
右
と
は
別
方
向
の
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
本
稿
で
指
摘
し
た
訓
の
一
致
例
、
即
ち
漢
籍
を
中
心
と
す
る
典
籍
の
点
本
の
訓
を
利

用
し
た
と
解
釈
し
得
る
例
は
、
三
教
指
帰
本
文
の
附
訓
の
全
体
か
ら
す
れ
ば
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
が
存
す
る
。
他
の
附
訓
例

の
大
半
は
極
め
て
平
易
な
訓
（
附
訓
さ
れ
て
も
通
常
は
部
分
附
訓
と
な
る
）
で
あ
る
が
、
か
と
言
っ
て
そ
れ
が
総
て
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
。
訓

（20）

法
の
生
成
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
訓
に
つ
い
て
も
出
自
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（
1
）
　
太
田
次
男
「
詔
警
教
勘
注
抄
に
つ
い
て
」
（
「
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
」
第
五
号
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）
。

（
2
）
　
片
仮
名
字
体
の
内
「
ツ
」
が
、
通
常
鎌
倉
初
期
に
見
ら
れ
る
、
点
三
つ
を
並
べ
た
の
み
の
形
か
終
画
を
僅
か
に
左
に
払
っ
た
形
で
あ
り
、
「
ミ
」

や
「
ヨ
」
　
に
は
古
体
（
前
者
は
「
見
」
の
草
体
の
省
画
、
後
者
は
「
与
」
の
終
画
を
除
い
た
形
）
　
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
傍
証
と
な
ろ
う
か
。

（
3
）
　
前
田
本
勘
注
抄
は
原
本
調
査
と
紙
焼
写
真
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
ネ
ガ
）
に
よ
る
。
挙
例
に
当
り
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
に
改
め
（
ヲ
コ
ト
点
と
仮

名
点
と
が
重
複
す
る
部
分
は
仮
名
点
を
省
略
す
）
、
声
点
は
（
平
）
　
（
上
濁
）
　
（
入
軽
）
等
の
表
示
に
代
え
た
。
以
下
、
他
の
諸
点
本
も
こ
の
原
則
に

従
う
。
な
お
、
前
田
本
勘
注
抄
で
は
後
筆
仮
名
は
取
除
く
が
、
後
筆
仮
名
と
同
期
と
見
ら
れ
る
後
筆
の
句
読
点
、
漢
字
左
下
返
点
の
星
点
や
「
〓

に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
点
と
の
識
別
が
困
難
な
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
、
鎌
倉
期
点
の
訓
法
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
便
宜
上
区
別
せ
ず

に
生
か
し
た
。
ま
た
句
読
点
・
返
点
　
（
星
点
）
　
の
朱
・
墨
の
区
別
も
省
略
し
た
。

（
4
）
　
本
稿
に
関
連
の
深
い
と
考
え
ら
れ
る
先
行
研
究
を
掲
げ
る
。

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て
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川
三
教
指
帰
の
訓
読
法
に
関
す
る
も
の

西
崎
亨
「
天
理
図
書
館
蔵
「
三
教
指
帰
」
二
本
二
題
」
　
（
「
ビ
ブ
リ
ア
」
第
七
十
七
号
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
）
所
収
「
仁
平
四
年
写
「
三
教
指
帰
」

に
み
え
る
　
「
文
選
読
」
　
に
つ
い
て
」

築
島
裕
「
謡
撃
教
指
帰
久
寿
点
の
和
訓
に
つ
い
て
」
（
「
ビ
ブ
リ
ア
」
第
九
十
五
号
、
平
成
二
年
十
二
月
）

右
の
仁
平
四
年
写
本
と
久
寿
点
と
は
同
一
の
点
本
で
あ
り
、
西
崎
氏
は
同
書
の
文
選
読
を
文
選
点
本
等
と
対
比
し
て
指
摘
さ
れ
、
築
島
民
は
同
書

の
訓
の
特
異
性
と
博
士
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿
「
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
長
承
点
と
尊
経
閣
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
と
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
法
に
つ
い
て
」
（
「
福
岡
教
育
大
学
紀

要
」
第
四
十
六
号
、
平
成
九
年
二
月
）

回
三
教
指
帰
以
外
の
日
本
漢
文
の
訓
読
に
お
け
る
漢
籍
の
訓
と
の
関
係
に
関
す
る
も
の

築
島
裕
「
「
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
」
に
つ
い
て
」
　
（
訓
点
語
学
会
第
二
十
九
回
研
究
発
表
会
口
頭
発
表
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
）

山
内
潤
三
・
木
村
農
・
栃
尾
武
『
玉
造
小
町
壮
衰
書
』
　
（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
）
　
所
収
「
解
題
」

共
に
遊
仙
窟
の
訓
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
　
（
後
者
の
解
題
は
築
島
氏
の
発
表
資
料
に
基
く
）
。

吊
漢
籍
、
仏
典
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
類
の
利
用
に
関
す
る
も
の

松
本
光
隆
①
「
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
訓
読
の
方
法
」
　
（
「
国
語
学
」
第
百
二
十
八
集
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
）

松
本
光
隆
②
「
文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
八
韓
、
昭
和
六
十
年
五
月
）

白
藤
祀
幸
「
注
釈
と
し
て
の
漢
文
訓
読
」
　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
七
百
九
十
三
号
、
平
成
二
年
二
月
）

松
本
氏
論
考
②
で
は
、
李
善
注
に
、
被
注
語
句
の
用
例
を
含
む
他
の
詩
文
を
引
用
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
引
用
詩
文
（
毛
詩
な
ど
）

の
原
典
に
お
け
る
訓
読
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、
本
稿
の
視
点
と
相
通
ず
る
。
自
藤
氏
論
考
で
は
、
仏
典
の
訓

読
に
お
け
る
注
釈
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⇔
三
教
指
帰
有
注
本
点
本
に
お
け
る
引
用
漢
籍
の
訓
法
に
関
す
る
も
の

拙
稿
①
「
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
訓
法
に
つ
い
て
－
史
記
を
例
に
－
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
八
韓
、
平
成
七
年

八
月
）



拙
稿
②
「
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
訓
法
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
－
毛
詩
、
論
語
の
場
合
－
」
　
（
「
福
岡
教
育
大
学
紀
要
」
第
四

十
五
号
、
平
成
八
年
三
月
）

囲
空
海
撰
述
書
の
訓
読
に
関
す
る
も
の

月
本
雅
章
①
「
空
海
撰
述
書
の
古
訓
点
に
つ
い
て
ー
そ
の
性
格
と
研
究
の
桃
想
－
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
十
七
輯
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）

月
本
雅
章
②
「
空
海
撰
述
書
の
古
訓
点
の
源
流
に
つ
い
て
」
（
『
馴
瑠
璃
出
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
平
成
四
年
三
月
）

月
本
雅
章
③
「
院
政
期
に
お
け
る
視
点
－
円
堂
点
使
用
の
空
海
嘘
述
書
を
例
と
し
て
－
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
十
韓
、
平
成
五
年
一
月
）

各
論
考
と
も
円
堂
点
使
用
の
仁
和
寺
関
係
の
加
点
本
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
視
点
の
創
案
者
と
し
て
遥
済
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。

特
に
③
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

タ

ル

キ

エ

サ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

カ

ヤ

カ

タ

ル

を

（
5
）
　
例
え
ば
前
節
に
掲
げ
た
部
分
に
お
け
る
三
教
指
帰
本
文
「
枯
樹
栄
華
」
、
文
選
（
楊
難
解
嘲
）
　
の
引
用
「
柴
　
枯
．
」
、
遊
仙
窟
の
引
用
「
枯
樹

鼓
聖
ク
」
の
「
乱
撃
「
墾
カ
（
、
喜
」
「
墾
ク
」
は
、
字
句
、
訓
と
も
に
異
同
が
あ
る
の
で
除
外
し
た
。
ま
た
、
対
応
が
明
瞭
で
も
極
め
て
二
椴
的
な

．

・

．

単
字
訓
で
且
つ
部
分
附
訓
の
例
も
取
上
げ
て
い
な
い
　
（
後
掲
⑥
に
お
け
る
「
直
」
な
ど
）
。

（
6
）
　
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
は
勉
誠
社
刊
影
印
本
（
昭
和
五
十
一
年
版
）
に
よ
り
、
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
影
印
本
に
よ
る

（
用
例
の
所
在
は
風
間
書
房
版
の
表
示
に
よ
る
）
。
挙
例
に
当
り
、
割
注
は
《
　
》
に
括
っ
て
記
し
、
音
注
に
施
さ
れ
た
仮
名
・
声
点
は
省
略
す
る
。

な
お
割
注
の
表
記
は
他
の
典
籍
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
7
）
　
佐
藤
義
寛
『
猷
誤
讐
三
教
指
帰
注
集
』
の
研
究
』
（
大
谷
大
学
、
平
成
四
年
十
月
）
、
注
（
4
）
⇔
拙
稿
①
、
川
拙
稿
参
照
。
テ
キ
ス
ト
は
佐
藤
義

寛
右
著
書
所
収
の
影
印
に
よ
る
　
（
不
鮮
明
箇
所
は
同
所
収
翻
刻
も
参
看
す
る
）
。

（
8
）
　
原
本
調
査
と
、
築
島
裕
・
小
林
芳
規
・
沼
本
克
明
・
花
野
憲
道
・
月
本
雅
章
・
松
本
光
隆
・
山
本
真
吾
「
仁
和
寺
宝
蔵
三
教
指
帰
古
点
釈
文
」
（
「
訓

点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
十
七
韓
、
平
成
八
年
三
月
）
所
収
影
印
に
よ
る
。
な
お
、
挙
例
に
当
り
、
墨
筆
仮
名
の
別
筆
の
区
別
は
省
略
し
た
。

（
9
）
　
史
記
、
遊
仙
窟
は
図
書
寮
本
名
義
抄
の
和
訓
の
出
典
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
れ
ら
の
訓
が
観
智
院
本
名
義
抄
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
、
名
義
抄
の
側
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
み
る
必
要
は
あ
ろ
う
。

ラ

（
1
0
）
　
劉
子
の
引
用
に
お
い
て
後
筆
仮
名
で
「
貰
」
と
附
訓
が
あ
る
が
、
三
教
指
帰
本
文
の
鎌
倉
期
点
の
附
訓
に
そ
の
ま
ま
拠
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
こ
の
ほ
か
、

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ノ
ホ
リ
　
チ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
タ
ケ
ニ
　
　
　
　
ス
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
サ
キ
こ

臍
【
攣
阿
閲
大
－
瀧
嶽
．
勒
－
念
土
州
室
L
P
崎

績
日
本
紀
云
攣
臍
阿
波
園
大
瀧
之
嶽
．
勤
念
土
左
囲
室
戸
之
崎
．
（
7
1
～
7
3
）

が
存
し
、
右
は
一
文
全
体
が
ほ
ぼ
国
書
の
続
日
本
紀
の
ま
ま
に
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
続
日
本
紀
の
引
用
に
全
く
附
訓
の
無
い
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の

訓
が
続
日
本
紀
点
本
に
拠
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
。
な
お
、
前
田
本
勘
注
抄
に
お
い
て
は
仏
典
の
引
用
に
つ
い
て
も
全
く
附
訓
の
無
い

も
の
が
多
く
、
漢
籍
の
引
用
に
は
総
て
附
訓
さ
れ
て
い
る
（
裏
書
を
除
く
）
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
仏
典
や
国
書
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
拠
る
べ
き

点
本
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

（
1
2
）
　
以
上
の
ほ
か
除
外
し
た
も
の
に
、

ト

モ

ハ

シ

フ

　

　

ハ

ト

　

ム

ヲ

将
晋
（
去
）
－
歯
而
染
心
－
（
4
3
8
）

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

シ

に

　

ナ

リ

暫
（
平
）
康
（
平
）
養
生
論
日
…
歯
・
居
音
．
而
黄
．
（
4
3
9
）

が
あ
る
。
「
晋
ハ
シ
フ
」
と
文
選
の
引
用
の
「
音
ハ
シ
」
と
が
関
わ
り
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
「
ハ
シ
フ
」
「
ハ
シ
」
の
語
義
が
未
詳
の
う
え
、
文
選
応

永
・
永
享
点
で
は
附
訓
な
し
（
字
音
読
と
見
ら
れ
る
）
、
足
利
本
で
は
字
音
読
（
音
読
符
あ
り
）
で
あ
る
の
で
姑
く
措
く
。

（
1
3
）
　
毛
伝
に
基
く
訓
を
表
す
「
イ
」
、
鄭
箋
に
基
く
訓
を
表
す
「
ケ
」
は
い
ず
れ
も
「
　
」
に
括
っ
て
記
す
。

（
望
　
⑰
の
条
文
に
お
け
る
「
席
シ
キ
ヰ
」
訓
（
辞
書
的
注
記
に
は
関
わ
ら
な
い
）
も
注
意
さ
れ
る
が
、
次
節
で
若
干
言
及
す
る
。

（
1
5
）
　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
辞
書
的
注
記
と
の
対
応
の
み
を
認
め
得
る
例
も
1
例
拾
わ
れ
る
。

ケ

ツ

　

コ

ト

　

ヲ

　

タ

リ

　

一

喫
】
唖
鱗
族
亦
過
鯨
睨
（
5
9
5
）

タ

ヒ

ク

ラ

フ

噺
音
苦
撃
反
食
也
敢
（
噸
）
音
徒
敢
反
剣
也
（
出
典
無
表
示
）
　
（
堅

但
し
こ
の
例
で
は
、
上
字
・
下
字
と
も
注
記
は
「
食
也
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
附
訓
は
「
タ
フ
」
「
ク
ラ
フ
」
の
相
違
が
あ
る
。
こ
の
注
記
か
ら

の
み
で
は
こ
の
相
違
は
生
じ
難
い
の
で
、
関
連
性
は
低
い
と
も
見
ら
れ
よ
う
か
。

（
1
6
）
　
大
谷
本
注
集
と
前
田
本
勘
注
抄
と
の
三
教
指
帰
の
訓
法
に
つ
い
て
は
、
先
に
相
違
点
に
注
目
し
た
比
較
を
行
っ
て
い
る
（
注
（
4
）
仰
拙
稿
）
。

（
1
7
）
　
日
本
雅
章
注
（
4
）
銅
論
考
①
～
③
。

（
1
8
）
　
注
（
4
）
川
拙
稿
。

（
1
9
）
　
太
田
次
男
注
（
1
）
論
考
。



ナ

タ

ト

モ

シ

（
2
0
）
　
こ
れ
ら
に
は
一
部
に
は
、
注
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
典
籍
の
訓
に
基
い
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
靡
明
靡
晦
」

し

（
6
2
8
）
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
「
靡
レ
明
（
平
）
・
靡
レ
晦
．
」
（
巻
十
八
型
よ
り
、
少
く
と
も
本
文
は
毛
詩
に
基
い
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
、
注
に
毛

詩
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
　
（
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
本
書
で
は
裏
書
に
て
毛
詩
の
こ
の
箇
所
の
引
用
が
見
ら
れ
る
が
無
訓
で
あ
る
）
。

〔
照
合
し
た
漢
籍
点
本
一
覧
〕

文
選
の
当
該
例
が
最
も
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
文
芸
書
、
史
書
、
経
書
、
子
書
の
順
に
掲
げ
る
。

川
文
選

書
陵
部
蔵
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
～
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
点
…
‥
藤
原
式
家
（
敦
周
）
点
を
伝
え
る
　
（
テ
キ
ス
ト
）
紙
焼
写
真
（
広

島
大
学
文
学
部
蔵
）

九
条
本
巻
三
南
北
朝
頃
点
・
…
：
永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）
本
奥
書
あ
り
、
藤
原
式
家
点
を
伝
え
る
か
　
（
テ
キ
ス
ト
）
中
村
宗
彦
『
九
条
本
文
選
古

訓
集
』
　
（
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
）
所
収
翻
刻

足
利
本
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
頃
点
…
…
（
テ
キ
ス
ト
）
足
利
学
校
還
蹟
図
書
館
後
援
会
刊
影
印
本
（
汲
古
書
院
）

（
後
の
二
本
は
一
部
に
つ
き
援
用
し
た
）

回
遊
仙
窟

醍
醐
寺
蔵
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
点
…
…
（
テ
キ
ス
ト
）
築
島
裕
・
杉
谷
正
敏
・
丹
治
芳
男
『
潮
醐
柄
遊
仙
窟
総
索
引
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
七
年

四
月
）
　
所
収
影
印

陽
明
文
庫
蔵
嘉
慶
三
年
（
一
三
八
九
）
点
…
…
（
テ
キ
ス
ト
）
陽
明
叢
書
『
中
世
国
語
資
料
』
　
（
思
文
閣
出
版
）
所
収
影
印

の
史
記
　
書
陵
部
蔵
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
～
十
五
年
点
…
…
藤
原
式
家
（
英
房
）
点
を
伝
え
る
　
（
テ
キ
ス
ト
）
紙
焼
写
真
（
広
島
大
学
文
学

部
蔵
）

日
漢
書
　
上
杉
家
旧
蔵
室
町
期
点
…
…
列
伝
の
み
に
加
点
　
（
テ
キ
ス
ト
）
朋
友
書
店
刊
影
印
本

国
後
漢
書
　
害
陵
部
蔵
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
所
収
本
…
…
藤
原
日
野
家
（
俊
国
）
点
を
伝
え
る
　
（
テ
キ
ス
ト
）
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
影

印
本
　
（
汲
古
書
院
）

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

〇
毛
詩
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
鄭
筆
水
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）
～
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
点
…
…
清
原
宣
賢
点
　
（
テ
キ
ス
ト
）
古
典
研
究
会

叢
書
漢
籍
之
部
影
印
本
（
汲
古
書
院
）

用
左
伝
　
書
陵
部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
～
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
点
…
…
清
原
家
（
頼
業
）
点
を
伝
え
る
　
（
テ
キ
ス
ト
）

紙
焼
写
真
（
広
島
大
学
文
学
部
蔵
）

の
尚
書
、
祀
記
、
孔
子
家
語
▼
　
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
所
収
本
…
…
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
～
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
清
原
教
隆
点

（
テ
キ
ス
ト
）
銅
に
同
ジ

用
曽
子
　
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
所
収
本
…
…
藤
原
武
家
（
敦
周
）
点
を
伝
え
る
　
（
テ
キ
ス
ト
）
鍋
に
同
じ

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
八
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
於
・
比
治
山
大
学
、
平
成
八
年
八
月
十
二
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
尊
経
閣

文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
後
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
の
生
成
に
つ
い
て
」
に
基
い
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
集
会
の
席
上
、
小
林
芳

規
先
生
に
は
貴
重
な
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。
ま
た
他
の
機
会
に
お
い
て
も
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
御
意
見
・
御
助
言
を

頂
戴
し
た
。
併
せ
て
お
礼
を
申
上
げ
る
。




